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研究成果の概要（和文）：本研究を通じて，わが国の在来馬保存に関する自然科学的ならびに社会科学的知見が
得られた。得られた知見を在来馬保存に関わる人々と共有したことで，その保存活動が推進できた。
　在来馬保存に関する自然科学的知見として，それぞれの遺伝的多様性評価が可能となった。これに加え，在来
馬の繁殖学的知見も得られた。在来馬保存に関する社会科学的知見として，各ステークホルダーの関係を明らか
にできた。ここで，在来馬を保存するには，生物学的な馬としてだけでなく，社会的存在としての在来馬を考え
る必要があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： In this project, we acquired biological and sociological knowledge of 
endangered Japanese native horses, enabling to promote its conservation by sharing such knowledge 
with stakeholders involved. As a biological aspect of their conservation, we evaluated genetic 
diversity of the native horses. As a sociological aspect of their conservation, we understood 
opinions of the stakeholders for the conservation. Consequently, we need to conserve native horses 
not only as living horses but also as social being.

研究分野： 獣医臨床繁殖

キーワード： 在来馬の保存

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
我が国には，北海道和種馬，木曽馬，野
間馬，対州馬，御崎馬，トカラ馬，宮古
馬，与那国馬と呼ばれる在来馬が現存し
ている。このような在来馬は，環境，種，
種内多様性で構成される生物多様性に
おいて，種内多様性を担う存在である。
また，これら在来馬を含む，在来家畜は，
地域の人々の生活とともに改良されて
きた動物であるため，地域文化を担う文
化財としての価値を持つ。しかし，これ
ら在来馬の数は，戦後の生活様式の変化
や農業の機械によって，かつての価値を
失ったことから，急速に減少した。実際，
北海道和種馬を除く 7 馬種が FAO によ
って絶滅の危機にある品種に指定され，
早急な保存対策が必要と言われている。 
在来馬が地域固有の遺伝子資源なら

びに文化資源であることは明らかであ
る。しかし，これら在来馬の保存は，そ
れらを保有する飼育者に委ねられ，科学
的な根拠に基づく保存がすすめられて
いるわけではなかった。 

 
２． 研究の目的 

本研究では，日本在来馬の効率的な保存
において科学的視点を導入することを
目的とした。ここでは，まず保全生物学
における生物学的アプローチとして有
用な保全遺伝学ならびに繁殖学に基づ
く在来馬の保存研究を進めることとし
た。次に，日本在来馬の保存における自
然科学的知見の蓄積とともに，日本在来
馬の社会科学的知見の蓄積を試みるこ
ととした。 

 
３．研究の方法 
(1) 現状調査 

現存する各地の在来馬を確認し，その毛
色，体高，胸囲などといった表現型の特
徴を記録した。 

(2) 遺伝的多様性評価 
現状調査とともに，頚静脈から血液を採
取し，マイクロサテライト，ミトコンド
リア，毛色関連遺伝子等の多様性を解析
した。 

(3) 利活用に関する社会科学的調査 
在来馬の保存に関与するステークホル
ダーに対して，在来馬の保存における現
状，問題点，今後の展開等に関して聞き
取った。また，その属性や思考に関して
アンケート調査を行った。 
 

４．研究成果 
(1) 木曽馬における成果 

① 木曽馬の遺伝的多様性 
木曽馬の現状を理解するために，木曽
馬が飼育されている約 60 か所の飼育
施設を回った。 
 表現型の確認とともに，血液を採取

し，マイクロサテライトによる集団の
遺伝的特徴を解析した。木曽馬の平均
近交系数は 0.11 と，祖父-孫娘間の交
配レベルであることが明らかになっ
た。 
しかし，木曽馬の遺伝的多様性は，

予想していたよりも高かった。その理
由として，木曽馬の復活運動（戻し交
配による純粋種化）以前の個体が多様
であり，その創始個体群から 2ないし
3世代しか経過していないことが考え
られた。 
木曽馬の集団サイズが 150 頭前後

と小さいことから，今後，世代を経る
ごとに遺伝的多様性が減少していく
ことは明確であった。さらに悪いこと
に，毎年生まれる木曽馬の数は 3-5 頭
であった。木曽馬の人口構成は少子高
齢化を示唆する構成であるため，この
産子数が続けば，木曽馬は現存の 1/3
程度になる可能性が考えられた。 
 Structure 解析によって，木曽馬は
4つの副集団に分けられることが明ら
かになった。この副集団は，木曽馬保
存会所有種牡馬 2系統，旧名鉄牧場系
1系統，私有種牡馬系 1系統であった。 
 ミトコンドリア DNA 解析によって，
木曽馬の母系多様性は比較的保たれ
ていることが明らかになった。これは
他の在来馬と比較し，特記すべきこと
であり，これは伝統的に木曽馬が各農
家で少数頭，飼育されてきたことに起
因していると考えられた。このミトコ
ンドリアの解析結果は，Journal of 
Veterinary Medical Science 誌 の
2014 年優秀論文賞に選出された。 

② 木曽馬の遺伝子資源保存 
 木曽馬の遺伝子資源を保存する研
究を進めた。まず，木曽馬の主な種牡
馬から精液を採取し，凍結保存できる
体制を整えた。次に，木曽馬の繁殖に
おいて問題視されている遠隔地での
交配を可能とする冷蔵精液の作成に
関する研究を進めた。現状では未だ遠
隔地での人工授精の実施体制は整っ
ていない。しかし，木曽馬の保存基地
となる木曽馬の里内において，牡より
も大きいため交配できなかった牝馬，
牡を嫌い交配させられなかった牝馬
への人工授精が可能となり，一部では
あるものの，液状精液を用いた人工繁
殖の成果が得られている。  

③ 木曽馬のステークホルダー解析 
木曽馬の保存における自然科学的知
見が蓄積されてきたのと同時に，木曽
馬の保存における社会科学的研究を
進めた。 
 木曽馬の保存における社会科学的
研究の第一歩として，木曽馬の保存に
関するステークホルダーを解析した。



木曽馬の保存に関わるステークホル
ダーは，伝統的飼育舎，保存賛同者，
乗馬クラブ経営者，現場飼育者，行政
関係者に分けられた。 
 木曽馬の保存に関わる全てのステ
ークホルダーから，木曽馬の現状での
問題点は「生まれる仔馬の数が少ない
こと」という指摘があった。この原因
として，木曽馬の保存の中心となる現
場と行政関係者のもつ木曽馬の保存
に対するビジョンの差があった。今後，
現場と行政の心理的距離を近づけ，保
存に関わるステークホルダーの認識
を摺り寄せられなければ，木曽馬の保
存は困難となると考えられた。以上の
結果を木曽馬保存会で報告し，今後の
木曽馬の保存に関してのディスカッ
ションを持った。 
現在，木曽町開田高原をかつてのよ

うに，いたるところで馬がみられる場
所とするための様々な計画が進めら
れている。 
 木曽馬の保存に関わるこれらの研
究活動が認められ，2014 年には我が
国の馬事文化に貢献する若手研究者
として，日本ウマ科学会から奨励賞が
授与された。さらに，2015 年には日
本ウマ科学会から優秀発表賞を授与
された。 

(2) 対州馬における成果 
① 対州馬の遺伝的多様性 

木曽馬と同様，対州馬の遺伝子を検
査し，遺伝的多様性を明らかにした。
ここでは，対州馬がポピュレーショ
ンの減少とともに遺伝的多様性も減
少していることが明らかになった。 

② 対州馬の天然記念物指定 
これまでの木曽馬の保存活動ならび
に対州馬の遺伝的多様性に関する研
究から，2017 年度，対州馬の天然記
念物（対馬市）指定が議論され始めた。
現在，天然記念物指定に関する議論と
ともに，対馬の貴重な遺伝子資源なら
びに文化資源として，対州馬をどのよ
うに保存していくかが議論されてい
る。 

(3) 御崎馬における成果 
① 御崎馬の遺伝的多様性 

他の在来馬と同様，御崎馬の遺伝的
多様性を評価した。御崎馬は，その
ライフサイクルは短いものの，1年に
十数頭の仔馬が生まれることが明ら
かになった。 
御崎馬は都井岬の環境に適応しな

がら，ポピュレーションをうまく維
持しており，御崎馬を保存するため
には，都井岬の環境を維持していく
ことが重要であることが明らかにな
った。 
 御崎馬は，他の在来馬と異なり，

都井岬の環境とともに国の天然記念
物に指定されている。このため，安
易に利活用することはできない。こ
こでは，高齢化や地域経済の衰退に
伴い，その保全が危惧されていた。 

(4) 宮古馬における成果 
① 宮古馬における遺伝的多様性 

他の在来馬と同様，宮古馬でも遺伝
的多様性評価を行った。宮古馬は現
状40頭程度と在来馬の中でも集団サ
イズが最も小さい馬であった。しか
し，木曽馬と同様，1980 年代に各離
島から集められた馬を宮古馬として
再構築していることから，遺伝的多
様性は比較的高かった。しかし，今
後，世代を経るごとに宮古馬の遺伝
的多様性は減少すると考えられ，早
急に対応策を考える必要があると考
えられた。 

(5) 与那国馬における成果 
① 与那国馬の遺伝的多様性 

他の在来的同様，与那国馬の遺伝的
多様性を評価した。周年放牧で維持
されている与那国馬は，手間がかか
らない。これが功を奏し，与那国馬
は比較的高い遺伝的多様性を保持し
ていた。 

② 与那国馬の血統書構築 
与那国馬の遺伝的多様性研究によっ
て，各馬のマイクロサテライトデー
タが得られた。これによって，各馬
の個体識別が可能となった。 
 これらデータに加え，マイクロチ
ップを用い，与那国馬の血統書作成
事業が日本馬事協会とともに進めら
れた。その結果，2017 年度には，3
代さかのぼり与那国馬であると証明
できる個体が確認され，これまでに
存在しなかった与那国馬の血統書を
作成できた。この血統書が作成でき
たことは，今後，与那国馬の適切な
管理を可能とするとともに，与那国
馬のブランドを高めることが可能と
なると考えられた。 

(6) 在来馬間の比較研究 
（1）から（5）の研究結果をもとに，す
べての在来馬の遺伝的関係を比較した。
その結果，島しょ部の在来馬は，他の在
来馬とは遺伝的な距離を持つことが明
らかになった。特に沖縄の在来馬である
宮古馬と与那国馬は，木曽馬の副集団レ
ベルの差でしかないことが明らかにな
った。このことから，宮古馬もしくは与
那国馬が激減した場合，もう一方から種
牡（牝）馬を入れることで，大きく遺伝
的特徴を崩さないまま群を維持できる
可能性が示唆された。 
 また，各在来馬の保存関係者とともに
研究を進め，俯瞰的に在来馬間の関係を
研究してきたことから，緩やかな在来馬



間のネットワーク構築が進んだ。2018
年には，全国在来馬会議が開催され，各
地の在来馬関係者がそれぞれの問題を
提示し，議論しあうことが可能となった。   

(7) まとめ 
本研究で我が国の在来馬の保存に科学
的視野を入れることが可能になった。こ
れによって，産‐官‐学連携に基づく保
存活動が開始された。 
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